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OJ民一人ひとりが心身の健康づくりに取り組み、誰もが自立した生活を送ること

ができるよう、生活習慣病の予防や健康の保持増進に努め、健やかで元気に暮らせる

OTをめざします。

町ま保健 医療 福祉の総合的な施策の推進のもとに、この計画の基本理念である

「健やかで げんきあふれる まち」の実現に向けた施策の展開を図ります。

げんき加美町21
加美町第Ⅲ期健康増進計画

カロ美田]自殺対策計画
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ヨや県で ま 健康寿命のlI伸および健康13だの縮小と水工の向上を目指し さまざまな取綱

“

,われ

自殺問題についても「誰も白殺に迫い込まれることのない社会の実嗣が重要な課題Jと し ●殺対策に

積l‐的に取り■んでいます.

力]美]Iにおt,では平均芳命と健康寿命tul男女ともに県の平均を

下□つており、ll頂脂l惟侵r(メ タボリックシンドローム)の

該当者の
=J合

も県よりも高くなつています.一方で 健康への

不安がある人の割合は高いt‐ のの 各種健診の受診率が低いの/J

現よです。また 力]美]]の 自殺者数はほ|ま積ばt,傾向にあるもの

の 毎年一定数の方が自殺に_・ り亡くなつてtlます。

このような状況を踏まえ [〕民一人ひとりが,い身の健属づくり

に取り組み 誌もが自立した生
=を

送ることができるよう「げん

き,]美田21]]美町第皿朝健彙増進計画 力]美町白殺対策言+画Jを
策定しました。

|‖11
基本理念「健やかで げんきあふれる まちJを実現するために 加美町第Ⅲ期健辰増進計画では

3つの基本方針を定めました.

EI健康寿命の延伸
自分の健康は自分で守るという健震意識を高め ]J民一人

ひとりの心身の健康づくりを支援するとともに 生涯を通じ

た総合的な保健 疾病対策に取り網むことにより健康寿命trJ

延伸を図ります。

口生活習慣病予防と重症化予防

生活習慣病を予防するために 食生活の改青や運動習慣の

定着等による一次予防対策とともに 症状の重症化や合併症

の発症を予防する対策を推進していきます.

B健康づくりのための社会環境の整備
個人の健康をll会全体で守るために、相互に支え合いなか

ら健康を守るための環境を整備します.また、健康づくりに

P‐lする団

^や
事業所等との連携 昴力に努め、町くるみで

]I民の健康づくりに取り組みます。

1 身体活動 運動

2 栄姜 食生活

3 たばこ

4 飲酒

6 歯や□融の健康

6 こころの健康づくり

7 健診 生活習慣病

8 かん
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「l10美町第Шll艇康増進計画」の期間は、2019年度から2028年度までの10年間、「力0実町白殺対策
計画Jの期間ま、2019年度・Jら 2023年度までの5年間です。

対策計画では、全国の市町付が共通して取り込むべきとされる5つの基本方針を念頭に定めました.

田地域におけるネットワークの強化
本町の自殺対策を推進する上で最も基礎となる取組です。自殺対策に

翔 ヒしたネットワークの強化だけでなく、他の目的で地域に展開されて

いるネットワーク等と自殺対策との連携の強化もさみます。

2日殺対策を支える人材の育成
身近な地域で支え手となる町Rを増やし、様々な分野の専門家や関係

者に自殺対策の視点を持つてもらうための研修等も強化していきます。

口住民への啓発と周知
町ま町民との様々な接点を活かして,談機関等に関する情報を提供します。また、請演

会等を開催し、肛民が自殺対策について理解を深めることのできる機会を増やします。あ

わせて、広く地域全体に向けたき発も強化します:

口生きることの促進要因への支援
「生きることの阻害要因Jを減らす取組に力0えて、「生きることの促進要因Jを増やす

取組を行うため、自殺対策と閲連の深い様々な分野における取組を幅広く推進していきます。

口 児 童・ 生徒 の SOSの 出 し方 に関す る教育

児童 生徒が、社会において直面する可能性のある様々な困難 ストレスヘの対処方法

を身に付けるための教育 〈SOSの出し方に関する教育)の実施に向けた環境づくりを進め

ます。

1 働き盛り世代対策 2 高齢者対策 3 生活因窮者対策



1口 30分以上汗をかく運動を適2□以上 1     289・
・ 1     350・・ :     398%

実施する人の,1合            :          |          :
… … … …   … … … … … … … … … … … … … … … …

`…
… … … … … … … … … ―

:―
… … … … … … …   1… … … … … …

~… … … …

日常生活においてウオーキングまた0同 ,     714% 1     730・
● 1     750%等の身体活動を101時間以上実施して |

いる人の割合              ,          :          |

重点項目2 栄養・食生活

● 1曰 3食食べましょう
｀
野菜をたつぶり食べましょう

■夜の間食まやめましよう

|| ||:i

朝食を毎日食べてtlる人の割合      :     359% 1     900% :     950%
―――― ―――― ―   ―― ―――― ―― ― ― ―――● ――` ~ ―    ~ ~― ―ヽ――――― ―― ―――― ●―`―~~   ~~~~~―  ―

野菜料理を羹 ている人の割合   1     202% :     250・ ・ '     300%
――― ――ヽ― ― ―――― ―  ｀ ― ―――――― ―― ■ ― ~`~ ~ ~―  ― ―― |｀ ―   ~~ ~ ―――- 1 ~~~~… ………――‐~ ~

重点項目1 身体活動 運動

:日頃から運動習慣を身につけましよう

夕食後に間食をとることが週3□以上

ある′ヾの割合

重点項目3 たばこ

，

，
，
，
１
１
●

107% : 80% | 60%

■禁煙 分煙に取り組みましょう

妊帰の飲酒率 鰤 県との共同曰標)  |

習慣的に喫煙してtlる人の割合      :     175・・ 1     165% 1     150・ ●
|                 ,                 '

楯 祀 鶴 1煙
を動 しれ も

:慇
聴 : 73施 設 : 聰 施設

|た設3施設)|            |
●                   |

1

妊婦の喫煙率 (宮城県との共同曰標)  1      30・ . :      00・ 7・ 1      00・ ・

重点項目4 飲酒

●アルコールの適量を知り、飲み過ぎないようにしましよう

「藝目ある適度な飲酒量」を知っている人 :     375% 1     500・ 7● '     700・●
の割合を増やす             |          :          :

:            ヽ          :

0著尿認
を週5日以上飲んでいる人の   250%1  242%l el調 計』]と』

|                   '                   I

アルコールを 1日 1合以上飲む人が減る 1     281● ● :     278● ● 1     275● ●

――― ―― ― ― ―― ………… ― ―    ~ ~~ ~● ―――― ― ―  ― ―  ` ● ~~~~ ~― ―― ― ――■………  … ~ ~｀ ~― ――

15% | 00●7● :
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重点項目5 歯や口腔の健康

0定期的に歯科健診を受けましょう

成人歯料撻診の受診率

過去 1年申!F歯
科撻診を受けた人の割合 : 284% : 400% , 500%

重点項目6 こころの健康づくり

0上手にストレスを解消しましょう

●悩みやストレスを気軽に相談できる人や場所を持ちましょう

悩みやストレスを感した時に助けを求め
たり議かにle談 したぃと思ぅ人の割合

4●0% 500% ∞ 0%

こころの健康づくり議演会勧 :者の理解
麿 (よく理解できF20割合)

470% 700● ● 910・ .

重点項目7 健診・生活習慣病

0年 1回定期健診を受けましょう ●適正体重に近づけましょう

特定健,D受診率 471 % 600% : 650%

特定保健指導の終了率 500% 600● ●

“

0%

メタポリックシンドローム該当者及び

予備群の割合 (営城県むの共同m・ 350% 300% 250%

11詢の人 (BM 125以 上)の割合 352% ∞ 0●●
300%

(第 1期罰画目標値)

重点項目8 がん

0定期的にがん検診を受けましょう

胃卜ヽ 検a醍率 123●● 160% 20o・ .

大艤がん検購 砂率 189% 250% 300●●

:‐ 肺が川会診受診率 ‐
●

子官がん検診受診率 |

279●● 350% 400●●

238% 300・ .
350%

彿Ⅱ期麺 目標0

乳がん検診受診
=

262% 350%
(第 Ⅱ期計画曰標値)

-4-
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(1)地域における連携 ネットワークの引 ヒ

(2)庁内における連携 ネットワークの引 ヒ

(3)特定問題における連携 ネットワークの強化

(1)様々な職種を対象とする硼修の実施

(2) mlT民を対象とする研修の実施

(1)リ ーフレット 啓発グッズ等の伯戒と活用

(2)苺民向け講演会 イベント等の開催

(1)居場所づくり

(2)自殺未遂者等への支援

(3)遺された人への支援

(4)延雇婦 子育てをしている保護者への支援の充実     l胆
(5)相談体制の充実 相談窓0情報のわかりやすい発信

〈1)SOSの 出し方に関する教育の実施

(2)SOSの出し方に関する教育を推進するための連携螂 ヒ

(1)職場にお|ナるメンタリしへ,レス対策の推進
(2)八ラスメント防lLN策

(1)高齢者の相談支援体制の強化

(2)社会参加の強化と孤独 孤立の予防

(1)相談支援、人材育成の推進



□は、自殺対策計画の数値曰標として、2026年までに 自殺死亡率を2015(平成27)年と比べて

30●.以上減少させることを掲げています。

本町においてま、2o19(平成 31)年から2023年までの自殺死亡率を 2013(平成25)年から2017(平

成29)年の白殺死亡率257よ り、15・●減少の219以下を目標として設定します.(曰殺死亡率 :人□

10万人あたりの自殺者数)

6年間(2019年～2023年)の平均の
自殺死亡率

児童 生徒へのSOSの 出し方に関する  |
健康教育の回数             :

257 219以下

自殺予防対策連鱈協議会の開催      :     未実施     :   年 1□以上

― ―       ―                 ― ―― ― ■………――――― ―  ―      ―  ●   ― ‐  ‐    ― ‐‐ ― ―

:                     :        530人

資罫ょ識

研修を受けた受講者の  207Ⅲ 成20年 84人 l ig3,1章霊:SEの
i             : 年平均受講者数×5年

悩みやストレスを感じF_時に護かに助けを ' 2o18(平
成30)年 41% :    50%以 上

求めたり相談したいと思う人の割合    |             :
………   ……  ………  … …   ……     ……      ‐● ‐           ―  ――………  ,    ― ― ―― ― ―……… ―

働き世代を対象とした教育の実施回数   '2017(¬或29)年 年 2回 :    年 3回

未実施 :    年 3□

ヽ
、1■●̀

●
■
'11=「 '麟・ :
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城耐 l・l鐘 :ミτ可

●生活の中で運動する機会を

持つようにします

0移動はなるべく歩くようにし

1曰の歩数を増やします

Oバランスよく 鎮 の食事をきちんと食べます

○喫煙による健康掟害について理解します

0受動喫煙の影響について学びます

0票煙について考え 造んで禁煙に取り組み

ます

0節度ある飲酒を実行します

0週2回の体肝曰を実行します

0未成年者 妊婦 授乳中の

場合は、飲酒しません

力0美町第皿期健康道進計画ノ

カ0美町自殺対策計画

O足期的に歯科ll診を受けます

O食べたら歯店きをする習慣を

つけます

O□腔衛生に関する知毀と方法

を身につけます

Oストレスに気づき 自分にあつたストレス解消
法を身につけます

O余暇時間 腫眠時間を大切にします
0講演会に参力]し こころの健辰づくりについ
て学びます

O自分で解決できなll悩みや不晏があるときは
誰かに相談します

●定期的に体重をは初 、通正1種を維持

します

0年 1回定期健診を受け 自分の体のtr態を

確かめます

O保健指導を受 , 実践 継続できる食習慣や

生活習慣を身につけます

0がんについての知識を身につけます

0・●養 運動 休養のバランスをとつてがん

予防におめます

0定期的にもヽ 検診を受診します
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